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吉阪隆正（1917-1980 年）は建築家であり教育者、そしてヒマラ                   
ヤ K2 をめざす登山家、探検家として地球を駆け巡る文明批評家                        
でもありました。そして、世界文化遺産に選定された 〈国立西                         
洋美術館〉を設計したフランスの建築家ル・コルビュジエのもと                       
に吉阪は 1950 年から二年間留学し、帰国後〈吉阪自邸〉〈浦邸〉                      
〈ヴィラ・クゥクゥ〉などの住宅をはじめ〈ベネチア・ビエンナ                     
ーレ日本館〉〈江津市庁舎〉〈大学セミナー・ハウス〉そして、                      
〈涸沢ヒュッテ〉などの山小屋を設計し、地域計画の提案もして                   
います。また吉阪は数多くの著作も遺し、ル・コルビュジエの                       
『モデュロール』『建築をめざして』などと『ル・コルビュジエ                   
全作品集８巻』を翻訳しました。                                               

1917 年 2月 13日、吉阪は東京小石川竹早町の母方の祖父母の                        
家で誕生しました。母 花子の父は動物学者の箕作佳吉。アメリ                   
カに留学して帰国後東京大学理学部、初代動物学教授となった                   
動物学者です。江戸から明治はじめ津山藩医、蘭学者として開                   
国時に活躍した箕作阮甫の孫にあたります。 

吉阪も幼少期に世界へ飛び出します。父 俊蔵は国際労働機関開                   
設のために、家族と渡欧。第一次世界大戦後の国際連盟発足時の                  
ジュネーブで、世界中から集まった子ども達のための平和教育を                  
受け、国境のない地図を描き多様な生活を学ぶなかで、吉阪は世  主催： 日本建築設計学会                 
界平和を達成するための相互理解の手がかりになる建築をこころ      津山街デザイン創造研究            
ざしました。そして平和のための〈有形学〉を提唱します。   協賛： 建築資料研究 ! ! ! ! ! ! ! ! !  

この度は、吉阪のゆかりの地、津山で〈吉阪隆正＋U研究室〉を   共催： アルキテクト事務局             
紹介する展覧会を開催することになりました。2016 年に出版を  北田英治 北田写真事務所    
始めた『モダンムーブメントシリーズ 全６巻』と 2022 年には  齊藤祐子 サイト ! ! ! ! ! ! !
『吉阪隆正パノラ見る』を刊行し、吉阪隆正とU研究室の活動  嶋田幸男 七月工房 ! ! ! ! !
〈ことば、姿、かたち〉を紹介しています。書籍の出版とこの  下田泰也 Echelle-1        
展覧会の開催にあたり、本当にたくさんの方にお世話になりまし  下山智久 下山設計         
た。ありがとうございました。      富田玲子 象設計集団 !      
2025 年 10 月                               内木博喜 AMS Architects                                
       アルキテクト事務局 齊藤祐子  吉阪正邦 

編著：アルキテクト + 北田英治
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冥想、討論、醗酵、逆転、討論、瞑想等々。
走り書き、清書、修正、順列組み合せ、
こねくり回す粘土、紙の模型。
ふたたび冥想、討論、発火、
そしてうまくゆけば凱歌。
それからしばらくして壁、ゆきづまり。
こんなことがくりかえされる。
──1960年〈今日の建築〉
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「
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ず
に
は
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れ
な
い
」と「
や
ら
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え
な
い
」と
で
は
、

雲
泥
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差
が
あ
り
ま
す
。

私
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で
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に
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国際会議場計画設計競技の模型を囲んでディスカッション。1963年

〈吉阪研究室〉の創設メンバーは、吉阪と、
大竹十一（おおたけ じゅういち　1921～2005）1944年早稲田大学建
築学科卒業後、佐藤聯合設計事務所、梓建築事務所に勤務。52年に大学
に戻り、武基雄の研究室で設計を手伝う。54年に浦邸で吉阪と協働し、
実作に大きな貢献を果たす。生涯、吉阪の名パートナーであり続けた。
瀧澤健児（たきざわ　けんじ　1927～2013）1954～64年在籍、1955
年早稲田大学大学院修士課程修了後、浦邸、ヴィラ・クゥクゥ、呉羽中
学校などを担当。1965年独立後、更埴市庁舎などを設計する。
城内哲彦（きうち　てつひこ1928年生）1955～1964在籍、早稲田大
学建築学科卒業後、吉阪自邸の設計、現場から浦邸をはじめ、主要な作
品の設計に携わる。
松崎義徳（まつざき　よしのり　1931～2002）1955～1993在籍、
1953年福岡から上京、早稲田大学入学。学生の時から設計に参加。59
年早稲田大学大学院終了。日仏会館、江津市庁舎、山小屋、大学セミ
ナー・ハウスを担当。93年から、函館、帯広の象設計集団へ。ヒマラ
ヤのトレッキング、K2をめざす。
1959年から、戸沼幸市、鈴木恂、沖田裕生と学生が設計に参加する。
百人町に移り〈U研究室〉に改組するとメンバーは増え、富田玲子、大竹
康市、横林康平、矢内秀幸、樋口裕康、三宅豊彦、沼野洋、岡本慎子、上
貞幸丕、下間淳など、1970年代に参加したのは、嶋田幸男、塩脇裕、竹
本忠夫、田川宏、竹下昌利、西幸一郎、齊藤祐子他。

主催： 日本建築設計学会

 津山街デザイン創造研究所

協力： 建築資料研究社

共催： アルキテクト事務局

 北田英治 北田写真事務所

 齊藤祐子　サイト

 嶋田幸男　七月工房

 下田泰也　Echelle-1

 下山智久　下山設計

 富田玲子　象設計集団

 内木博喜　AMS Architects

 吉阪正邦
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Ã, Õ9:;:<=>;=:<,?@A 14 時～16時
吉阪隆正 パタパタスケッチ

　箕作阮甫 旧宅胸像記念の会 1975.5.24
7, F9GHIJ,KIJ,L,MNOPQR,JOSTKUK 所蔵：早稲田大学會津八一記念博物館,

データ：アルキテクト事務局 
第一部  吉阪隆正、パノラ見る 齊藤祐子

知と情熱のアーカイブ ＝ 洋学資料館
～新館設計にあたって 富田玲子

タカとコル 北田英治
第二部  吉阪隆正とU研究室 富田玲子、北田英治、進行 :齊藤祐子

富田 玲子（とみた・れいこ）象設計集団
1938 年東京都生まれ。1961 年東京大学工学部建築学科卒業。
1963 から 1971 年Ｕ研究室所属。<大学セミナー・ハウス、長期研修棟>などを担当。
1971 年にU研究室の仲間である樋口裕康、大竹康市らと象設計集団を設立。
住宅のほか、学校や文化・公共施設等の設計に携わり、現在に至る。
著書に「小さな建築」（みすず書房）、訳書にケヴィン・リンチ「都市のイメージ」（丹下健三
との共訳、岩波書店）
北田 英治 (きただ・えいじ) 北田写真事務所 写真家
1950 年鳥取県生まれ。1970 年東京写真短期大学(現東京工芸大学)技術科卒業。
1980 年代から人の暮らしの場所を求めて世界を旅する。
主な著書に『サレジオ』『ル・コルビュジエのインド』 『DISCONT:不連続統一体』『象設計集
団:空間に恋して』など。主な写真展に「エッジを歩く」「東チベット紀行」など多数。現在季刊
『茶柱探検隊』に〈巷路不錯〉〈ベーハ小屋のある風景〉を連載中。夏目坂写真塾塾長。「ぐる
ぐるつくる大学セミナー・ハウス」実行委員。
齊藤 祐子 (さいとう・ゆうこ) サイト一級建築士事務所／アルキテクト事務局
1954 年埼玉県生まれ。1977 年早稲田大学理工学部建築学科卒業後、U研究室入室、
〈大学セミナー・ハウス、国際セミナー館〉などを担当。1985 年七月工房、1989 年空間工房
101を共同設立、1995 年サイトー級建築士事務所設立。作品に〈大学セミナー・ハウスやまゆ
り〉〈浦和実業学園UJホール〉ほか住宅など多数。主な著書に『吉阪隆正の方法』『集まって住
む終の住処』ほか。「ぐるぐるつくる大学セミナー・ハウス」実行委員。「アルキテクト」事務
局として、吉阪隆正の関連書籍編集、展覧会企画協力などを行う。


